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日立のグローバル成長戦略

「デジタルが重要な成長ドライバー」
日立デジタル・谷口CEOに聞くデジタル戦略

日立製作所は，2022年4月に「2024中期経営計画」を発表。今後の方針の一つとして，
デジタルを中心とした成長戦略を示しました。日立のデジタル戦略とはどのようなものか。
日立デジタル社の谷口潤CEOに聞きました。

デジタル戦略について語る谷口潤CEO

Leaders’ Vision

取材・文：オコナー海
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今後注力するデジタル領域とは

―まず，ご自身の日立における現在の立ち位置やキャ

リアについて，教えてください。

私は，2022年4月に発足した日立デジタル社のCEO

を務めており，今はアメリカのシリコンバレーにいます。

日立デジタル社は，日立グループ全体のデジタル戦略を

立案し，Lumada（日立の先進的なデジタル技術を活用

したソリューションやサービスなどの総称）事業を拡大

させる牽引役を担います。

私のキャリアはフロントエンジニアとしてスタート

し，その後，制御システムのエンジニアを統括する業務

を担いました。2019年には家電などを製造・販売する

日立グローバルライフソリューションズ社で，家電空調

事業のプロダクト統括を行い，今年から日立デジタル社

のCEOに就任し，現在に至ります。日立の中を横断し

てデジタル事業を拡大するために，これまでの経験を生

かしていきたいと考えています。

―近年では，日立だけでなく，多くの企業がデジタル

関連事業に注力しています。こうしたデジタルの潮流に

ついて，どのようにお考えでしょうか。

これまでは「プロダクトを売って終わり」というよう

なビジネス形態が多かったですが，今は，さまざまなプ

ロダクトがデジタルで繫がり，日に日に進化しています。

デジタルはプロダクトを繫げ，ユーザー体験をより便利

で快適なものにするものだと思います。

また，最近話題となっているWeb3.0やメタバース，

NFTといった領域についても，非常に大きな機会だと

捉えております。まだ黎明期だと感じておりますが，

日立としても現在，何ができるか模索していて，間違い

なく今後注力していく領域になると思います。

―そうした中で，2024中計における「デジタル」の

位置づけについて，どのようにお考えでしょうか。

日立は「社会イノベーション事業でクローバルリー

ダーになる」という目標を掲げています。そして，地球

環境に寄り添いながら， 人々の生活をより豊かなものに

することが，鉄道やエネルギーなどの社会インフラを提

供してきた日立の役割だと考えています。こうした目標

を達成したり，役割を果たしたりするために，デジタル

が日立の重要な成長ドライバーであると考えています。

4つのデジタル戦略とは

―その成長ドライバーである「デジタル」の事業戦略

を具体的に教えてください。

日立のデジタル事業をより強化・拡大していく戦略は

4つあります。まず紹介したいのが，Lumadaを中心と

した「循環型のソリューション」を通して，顧客に価値

を提供するデジタル戦略です。これを日立では，

「Lumada事業の成長サイクル」と呼び，4つのステップ

で表現しております。
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3つ目は，日立の特性を生かせるマーケットで勝負す

ることです。日立はこれまで，品質や信頼性の高い社会

インフラを提供してきました。今後も引き続き，社会イ

ンフラ分野を注力マーケットとして捉え，デジタルの力

でユーザー体験を高めていきます。

―最後のデジタル戦略は何でしょうか。

最後はやはり，「デジタル人財の強化・拡充」です。

日立はデジタル戦略に注力するため，デジタル人財を今

後3年間で約10万人に増やす方針です。日立グループ

の仲間になったGlobalLogic社は，大学との関係構築や

トレーニング機会の提供など，採用や人材育成において

非常に良い仕組みがあります。こういう仕組みを日立に

も取り入れながら，デジタル人財を強化・拡充していき

ます。

また，優秀なデジタル人財を確保するためには，

「日立が社会貢献できることや提供できる価値」につい

て，社外に分かりやすく伝えることが大切だと考えてい

ます。そうすることで，日立への理解や共感が深まり，

デジタル人財を獲得しやすくなると思っております。

最初のステップでは，デザイン思考（ユーザーや顧客

の視点を起点に，価値あるソリューションを見いだす思

考法）で課題を見つけます。次のステップでは，その課

題を解決するシステムをクラウド上などに構築。3つ目

のステップで，構築したシステムとプロダクトを繫げて，

稼働状況が分かるようにするなどして，機能の拡大や強

化を図ります。そして4つ目のステップで，システムの

運用を高度化させ，顧客自身が事業に注力できるように

すると同時に，蓄積された運用データを分析し，新たな

課題を見つけます。この成長サイクルを通して，

Lumada事業を発展させていきます。

―その他のデジタル戦略とは，どのようなものでしょ

うか。

2つ目の戦略は，Lumadaのユースケース（顧客事例）

を再利用することです。ユースケースをより汎用的なも

のにすることで，顧客が再利用しやすくなります。そう

することで，日立のデジタルソリューションをより早く

顧客に提供できるなど，日立と顧客，双方にとってメリッ

トがあると考えています。

日立のグローバル成長戦略

Leaders’ Vision
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デジタル戦略を実現する上での課題

―こうしたデジタル戦略を実現する上での課題と，課

題解決のための取り組みについて教えてください。

課題は3つあると考えております。まず，デジタルで

できることに対する社内の理解が必ずしも十分ではない

ことです。この課題を解決するために，日立グループの

リーダー層が参加する「日立デジタルサミット」を

2022年10月にアメリカで開催しました。

このイベントでは，DX（デジタルトランスフォーメー

ション）で成功した日立グループの顧客を招き，「どうい

うカスタマージャーニー（顧客が製品やサービスの購入

に至るまでの経緯）を経て事業のDX化を実現し，利益

の拡大を成し遂げたのか」といった体験を語っていただ

き，参加者の学びの機会を作りました。これにより，デ

ジタルを活用してできることへの理解が深まり，デジタ

ル事業の成長スピードがより上がるのではないかと考え

ております。

―そのほかの課題は何でしょうか。

2つ目の課題は，「Lumada事業の成長サイクル」を循

環させるには，関係する事業部やグループ会社が多岐に

わたるため，効果的に連携して目標に向かうことに難し

さがあることです。この課題を解決するには，まず日立

デジタル社が事業部やグループ会社をリードしながら，

共同でビジネスプランを作ってそれぞれの役割を明確に

していく必要があると思っています。

また，ユースケースを再利用しやすくすることも課題

です。これまでも，再利用の促進に向けた取り組みは進

めてきましたが，ソリューションを作る側の視点が強く，

利用する側の視点が欠けていた部分があります。利用す

る側を巻き込んでソリューションを作らなければ，ユー

スケースの再利用が進まないですよね。そのため今は，

ソリューション開発のためのルールブックの整備を進め

ています。

こうしたことが，デジタル事業を成長させる上での課

題になり，我々が解決に向けて取り組んでいることにな

ります。

日立がめざすデジタルで実現する社会

―「デジタル」を通じて，日立が今後，実現したい世

界についてお聞かせください。

地球環境を壊してまで便利で快適にするという考え

は，もはや社会にとって受け入れられません。デジタル

を通じて，地球環境を保全しながら，人々の暮らしをよ

り快適に，安全・安心にしていくことが，日立が果たす

べき役割だと私は考えています。

日立が今後実現したい世界は，サステナブルでウェル

ビーイング（心と体と社会の良い状態）な社会であり，

デジタルを活用し顧客と協創することで，こうした社会

の実現に貢献していきます。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


